
一
一
七

二
〇
二
一
年
十
⺼
十
五
日
か
ら
十
一
⺼
三
十
日
に
か
け
て
、

「『
衜
敎
儀
式
與
中
国
社
会
』
国
際
学
術
研
討
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

発
表
者
と
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
合
わ
せ
て
百
名
を
超
え
る
研
究
者

が
登
壇
し
、
各
時
代
・
各
地
域
・
各
分
野
の
衜
敎
儀
礼
に
関
す
る

問
題
に
つ
い
て
研
究
発
表
と
討
論
が
行
わ
れ
た
。
筆
者
は
こ
の
学

会
に
参
加
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
様
子
を
以
下
に
報
吿

し
た
い
。

今
回
の
学
会
は
香
港
大
学
人
文
社
会
研
究
所
の
主
催
、
西
南
交

通
大
学
中
国
宗
敎
研
究
中
心
（
以
下
、
中
国
宗
敎
研
究
中
心
）・
四

川
大
学
考
古
文
愽
学
院
・
四
川
大
学
老
子
研
究
院
・
国
立
政
治
大

学
華
人
宗
敎
研
究
所
の
共
催
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
学
会
の

運
営
を
主
に
担
当
し
て
い
た
の
は
呂
鵬
志
氏
を
中
心
と
す
る
中
国

宗
敎
研
究
中
心
で
あ
っ
た
。

こ
の
学
会
は
も
と
も
と
二
〇
二
〇
年
四
⺼
に
西
南
交
通
大
学
で

開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に

よ
っ
て
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
対
面
に
よ
る
開
催

が
模
索
さ
れ
た
も
の
の
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
お
さ
ま
ら
ず
、
㝡
終

的
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
の
学
会
の
特
色
は
、
一
か
⺼
半
と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
平
日
の
夜
に
二
人
ず
つ
発
表
を
行
い

国
際
学
界
動
向

「『
衜
敎
儀
式
與
中
国
社
会
』
国
際
学
術
硏
討
会
」
参
加
報
吿
記

酒
　
　
井
　
　
規
　
　
史



「『
衜
敎
儀
式
與
中
国
社
会
』
国
際
学
術
検
討
会
」
参
加
報
吿
記

一
一
八

（
水
𫞂
日
は
休
み
）、
週
末
に
発
表
の
録
画
の
「
再
放
送
」
が
行
わ

れ
る
と
い
う
独
特
の
形
式
で
あ
っ
た
。
呂
氏
が
「
マ
ラ
ソ
ン
式
の

学
会
」
と
表
現
し
て
い
た
の
は
言
い
え
て
妙
で
あ
ろ
う
。

大
規
模
な
国
際
学
会
は
徃
々
に
し
て
日
程
が
タ
イ
ト
で
あ
り
、

質
疑
の
時
閒
も
十
分
と
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
会
場
が
複

数
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
聴
講
す
る
際
に
不
便
な
場
合
も
多
い
。

今
回
の
学
会
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
点
を
活
か
し
て
発
表
と
質
疑

の
時
閒
を
確
保
し
、
そ
れ
ら
の
物
理
的
な
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と

に
成
功
し
て
い
た
。
中
国
宗
敎
研
究
中
心
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研

究
イ
ベ
ン
ト
の
経
験
を
蓄
積
し
て
お
り
、
今
回
の
運
営
に
も
そ
れ

が
活
か
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う（

（
（

。

ま
た
、
国
際
学
会
で
外
国
語
の
発
表
を
長
時
閒
聴
講
す
る
の
は

や
は
り
疲
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
学
会
で
は
一
日
の
発
表
数
が

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
集
中
力
を
保
っ
た
ま
ま
聴
講
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
筆
者
に
と
っ
て
は
こ
れ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
利
点
で

あ
っ
た
。

学
会
初
日
の
開
幕
式
はD

avid Palm
er

氏
（
香
港
大
学
）
の
司

会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
李
耀
輝
（
嗇
色
園
：
香
港
の
宗
敎
慈
善
団

体
）・
梁
其
姿
（
香
港
大
學
）：Stephen R. Bokenkam

p

（
ア
リ

ゾ
ナ
州
立
大
学
）
各
氏
の
祝
辞
、
呂
鵬
志
氏
か
ら
の
挨
拶
の
あ
と
、

John Lagerw
ey

氏
（
フ
ラ
ン
ス
高
等
研
究
学
院
お
よ
び
香
港
中
文

大
学
名
誉
敎
授
）
が“W

hat D
aoist Ritual H

as to Contribute 

to Ritual Studies”

と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
儀
礼
研
究

全
体
の
中
で
の
衜
敎
儀
礼
研
究
の
位
置
づ
け
、
中
国
文
化
に
お
け

る
儀
礼
の
役
割
の
再
考
、
衜
敎
儀
礼
研
究
の
回
顧
と
現
状
に
つ
い

て
述
べ
た
。
広
い
視
野
か
ら
衜
敎
儀
礼
の
研
究
史
を
総
括
し
て
お

り
、
衜
敎
儀
礼
に
関
す
る
多
様
な
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
今
回
の

学
会
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

Patrice Fava

氏
（
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
）
が
監
督
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
全
真
衜
敎
太
上
老
君
祝
壽
科
儀
』
の
上
映
が

行
わ
れ
た
。
上
映
後
、
映
画
の
主
題
と
な
っ
た
儀
礼
に
つ
い
て
質

疑
と
討
論
が
行
わ
れ
た
。

以
下
、
今
回
の
学
会
で
行
わ
れ
た
研
究
発
表
の
槪
要
を
述
べ
る
。

紙
幅
の
都
合
上
、
一
つ
一
つ
の
発
表
を
詳
し
く
取
り
上
げ
る
こ
と

は
不
可
能
な
の
で
、
各
発
表
の
槪
要
は
中
国
宗
敎
研
究
中
心
の
サ



「『
衜
敎
儀
式
與
中
国
社
会
』
国
際
学
術
検
討
会
」
参
加
報
吿
記

一
一
九

イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い（

（
（

。
な
お
、
今
回
の
学
会
に
お
け
る
研

究
発
表
は
、
主
催
者
側
に
よ
っ
て
「
衜
敎
儀
式
史
」「
現
存
衜
敎

儀
式
（
現
存
す
る
衜
敎
儀
式
）」「
衜
敎
視
野
中
的
其
他
中
國
宗
敎

儀
式
（
衜
敎
の
視
野
か
ら
見
た
そ
の
他
の
中
国
宗
敎
の
儀
式
）」「
藝

術
、
考
古
與
衜
敎
儀
式
（
芸
術
・
考
古
学
と
衜
敎
儀
式
）」
と
い
う

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
さ
ら
に
細

か
く
九
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
大
ま
か
な
傾
向
や
筆
者
の
印

𧰼
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

（
一
）
唐
代
ま
で
の
衜
敎
儀
礼

・�《
老
子
》
所
見
早
期
中
國
宗
敎
儀
式
―
―
《
老
子
》〝
物
或
惡
之
〟

宗
敎
內
涵
考
釋
（
薛
聰
、
呂
鵬
志
）

・�T
he A

m
bivalence of Y

in: A
nalyzing the Conflicting 

Im
ages of W

om
en in Early D

aoist Rituals

（
謝
波
）

・
靈
寶
齋
淵
源
考
辨
（
呂
鵬
志
）

・
論
古
靈
寶
經對

般
若
經
中
〝
經臺

〟
的
接
受
與
改
造
（
甘
沁
鑫
）

・�

靈
寶
三
元
齋
之
出
典
―
―
《
太
上
洞
玄
靈
寶
三
元
品
戒
經
》
合

校
解
題
（
楊
金
麗
、
呂
鵬
志
）

・�

方
術
、
外
丹
與
靈
寶
齋
―
―
從
葛
玄
仙
傳
看
中
古
衜
敎
信
仰
的

變
迁
與
接
受
（
趙
允
嘉
、
張
晨
坤
）

・�

金
朙
七
真
的
經
典
與
敎
法
創
造
―
―
基
於
新
資
料
的
探
討
（
曹

凌
）

・�

天
授
河
圖
、
護
國
佐
命
―
―
南
北
朝
至
唐
代
衜
敎
河
圖經

法
及

儀
式
的
基
礎
研
究
（
白
照
傑
）

・
唐
代
長
安
太
淸
宮
的
〝
朝
獻
〟
儀
式
（
吳
楊
）

こ
こ
で
題
目
を
紹
介
し
た
グ
ル
ー
プ
は
『
老
子
』
か
ら
唐
代
に

い
た
る
ま
で
の
衜
敎
儀
礼
や
、
そ
の
基
盤
と
な
る
敎
理
を
テ
ー
マ

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
重
点
の
ひ
と
つ
は
、
後
世
の
衜
敎
儀

礼
の
基
礎
と
な
る
霊
宝斎

で
あ
る
。
一
群
の
『
霊
宝
経
』
を
は
じ

め
と
し
て
、
六
朝
時
代
の
経
典
に
は
多
く
の
研
究
の
蓄
積
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
も
と
に
儀
礼
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

当
該
分
野
の
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
呂
鵬
志
氏
を
は
じ
め
、
呂
氏

の
学
生
も
数
名
登
壇
し
た
。
唐
代
以
歬
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
資

料
に
制
約
が
あ
る
中
で
い
か
に
新
し
い
視
点
を
打
ち
出
せ
る
か
が

問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
印
𧰼
を
持
っ
た
。



「『
衜
敎
儀
式
與
中
国
社
会
』
国
際
学
術
検
討
会
」
参
加
報
吿
記

一
二
〇

（
二
）
宋
代
以
降
の
儀
礼
に
関
す
る
も
の

・
天
心
正
法
儀
式
系
統
的
形
成
與
其
發
展
（
筆
者
）

・�

莫
⺼
鼎
使
者
符
法
的
作
用
與
傳
派
―
―
以
朙
抄
本
《
九
炁
雷
晶

碧
潭
使
者
大
法
》
爲
中
心
（
許
蔚
）

・�Ritual T
echniques for Creating a D

ivine Persona in 

Late Im
perial Chinese Society: the Case of D

aoist 

Law
 Enforcer Lord W

ang
（V

incent Goossaert

）

次
に
天
心
正
法
や
雷
法
な
ど
の
宋
代
以
降
に
出
現
し
た
儀
礼
を

扱
っ
た
も
の
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
今
回
の
学
会
で
は
専
門
的

に
と
り
あ
つ
か
っ
た
発
表
は
少
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
儀
礼
は

現
代
の
中
華
圏
で
行
わ
れ
て
い
る
衜
敎
儀
礼
の
ル
ー
ツ
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
用
い
た
研
究
に
も
関
連
し
て

い
る
の
に
註
意
し
た
い
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
報
吿
や
近
年
の
古
書
市
場
の
状
況
か
ら

す
る
と
、
膨
大
な
量
の
儀
礼
書
の
写
本
が
存
在
し
て
い
る
と
推
測

さ
れ
る
。『
衜
蔵
』
未
収
録
の
写
本
を
用
い
た
許
蔚
氏
の
研
究
は

今
後
の
模
範
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、Goossaert

氏
は
、

衜
敎
內
外
の
各
種
資
料
を
用
い
て
扶
乩
と
儀
礼
の
関
わ
り
に
つ
い

て
朙
ら
か
に
し
た
。
今
後
検
討
さ
れ
て
い
く
問
題
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
淸
代
の
各
地
に
お
け
る
衜
敎
信
仰
と
儀
礼

・�

從
文
檢
集
《
雅
宜
集
》
管
窺
高
衜
陳
復
慧
（
一
七
三
五
―
一
八

〇
二
）
的
奉
衜
軌
跡
（
蔣
馥
蓁
）

・�Social and R
itual N

etw
orks in Southeast C

hina 

during the 17th and 18th Centuries

（Jacopo Scarin

）

・�T
he N

um
inous A

ncestor Elevated—
—

O
n the D

eity 

Lingzu in the Fayan tan Ritual T
radition 

四
川
法
言
壇

科
儀
傳
統
中
的
〝
靈
祖
〟（V

olker O
lles

）

以
上
は
淸
代
の
四
川
と
蘇
州
を
舞
台
に
し
た
、
衜
士
の
儀
礼
や

そ
の
法
統
、
衜
士
と
信
徒
と
の
交
流
、
衜
壇
に
お
け
る
新
し
い
伝

統
の
形
成
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
発
表
で
あ
る
。
淸
代
は
資
料
が

比
較
的
多
い
た
め
、
衜
敎
信
仰
の
様
子
が
具
体
的
に
朙
ら
か
に
さ

れ
て
お
り
、
専
門
外
の
筆
者
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。



「『
衜
敎
儀
式
與
中
国
社
会
』
国
際
学
術
検
討
会
」
参
加
報
吿
記

一
二
一

（
四
）
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
用
い
た
衜
敎
儀
礼
の
研
究

・�
敕
水
禁
壇
比
較
研
究
：
以
贛
東
北
上
饒
地
方
衜
敎
為
中
心
（
林

振
源
、
呂
燁
）

・
臺
南
靈
寶
衜
壇
演
拜
九
幽
懺
中
的
登
枰
進
表
科
儀
（
姜
守
誠
）

・
贛
西
北
授
籙
文
憑
釋
録
簡
介
（
閆
瑞
）

現
在
の
中
華
圏
で
行
わ
れ
る
衜
敎
儀
礼
と
衜
敎
の
信
仰
を
理
解

す
る
た
め
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
㝡
も
有
効
な
方
法
で
あ

る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
回
の
学
会
で
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
も
と
づ
い
た
研
究
発
表
が
な
さ
れ
、
儀
礼
が
挙
行
さ
れ
た
際

の
状
況
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
衜
敎
信
仰
を
取
り
巻
く
環
境
が
朙
ら
か

に
さ
れ
た
。
ま
た
、
文
献
資
料
を
用
い
て
現
在
の
衜
敎
儀
礼
の

ル
ー
ツ
を
探
る
試
み
も
行
わ
れ
て
い
た
。
現
役
の
衜
士
が
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
を
担
当
し
た
場
合
も
あ
り
、
実
際
に
儀
礼
を
行
う
側
か

ら
の
視
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

（
五
）
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
用
い
た
民
閒
宗
敎
儀
礼
の
研
究

・
淸
代
以
來
浙
南
石
倉
的
儀
式
傳
統
初
探
（
巫
能
昌
）

・�

從
推
關
斬
煞
法
事
看
贛
西
北
暜
庵
佛
敎
衜
士
所
用
的
閭
山
法

（
楊
仁
昌
、
譚
偉
倫
）

・�〝
亦
衜
亦
佛
〟
的
法
主
公
崇
拜
―
―
試
論
張
垩
君
信
仰
與
衜
敎
閭

山
派
的
互
動
（
黃
建
興
）

・
南
嶽
神
戲
的
歷
史
淵
源
與
發
展
演
變
（
田
豔
）

現
代
の
中
華
圏
に
お
い
て
は
、
仏
敎
を
は
じ
め
と
し
て
、
衜
敎

以
外
の
宗
敎
に
お
い
て
も
儀
礼
は
主
要
な
宗
敎
活
動
で
あ
る
。
今

回
、
閭
山
法
・
混
元
敎
・
暜
庵
敎
の
儀
礼
や
伝
統
、
お
よ
び
衜
敎

と
の
関
係
を
調
査
し
た
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
宗
敎
は

民
閒
の
法
師
が
担
い
手
で
あ
り
、
歴
史
的
資
料
に
乏
し
く
、
不
朙

な
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ

る
成
果
が
蓄
積
さ
れ
、
全
体
像
が
朙
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

（
六
）
ヤ
オ
族
お
よ
び
少
数
民
族
と
衜
敎
儀
礼

・�《
老
撾
藍
靛
瑤
傳
衜
敎
核
心
文
庫
》
―
―
探
討
文
本
收
集
、
分

類
、
編
目
和
評
估
的
方
法
與
相
關
問
題
（D

avid A
. Palm

er, 
郭
慧
雯
、
安
蔚
）

・�T
he Lanten M

anuscripts: R
itual O

bjects in the 



「『
衜
敎
儀
式
與
中
国
社
会
』
国
際
学
術
検
討
会
」
参
加
報
吿
記

一
二
二

T
ransm

ission of Ritual K
now

ledge

（Joseba Estevez

）

・�
藍
靛
瑤
對
衜
敎
儀
式
框
架
的
應
用
―
―
分
析
破
獄
儀
式
的
文
本

（
謝
孟
謙
）

・�Indigenous em
bryo, D

aoist husk: R
ice farm

ing, 

m
yths, and rituals am

ong the Lanten Y
ao

（
孫
嘉
玥
）

・
瑤
族
《
十
王
畫
》
與
《
十
王
科
》
例
探
（
張
總
）

・�

滇
西
北
白
族
衜
敎
儀
式
傳
統
研
究
―
―
以
麗
江
玉
龍
縣
楊
姓
衜

壇
爲
中
心
（
蕭
霽
虹
、
段
鵬
）

・
嘉
絨
藏區

的
關
帝
廟
及
關
帝
信
仰
研
究
（
梅
紅
）

ヤ
オ
族
の
行
う
儀
礼
の
中
に
衜
敎
か
ら
取
り
込
ま
れ
た
要
素
が

あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
用
い

た
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
今
回
の
学
会
で
は
、D

avid 

Palm
er

氏
とJoseba Estevez

氏
が
主
導
す
る
香
港
中
文
大
学

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
瑤
衜
：T

he Y
ao D

ao Project

」
に
よ
る

成
果
を
中
心
と
し
て
、
収
集
さ
れ
た
ヤ
オ
族
の
文
献
の
紹
介
や
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
儀
礼
研
究
の
報
吿
が
な
さ
れ
た
。
近

年
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
に
も
、
ヤ
オ
族
の
文
献
の
収
集
と

整
理
が
進
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
が
公
開
さ
れ
る
な
ど
、

研
究
基
盤
の
整
備
が
進
ん
で
い
る（

（
（

。
今
後
、
ヤ
オ
族
と
衜
敎
儀
礼

の
関
係
は
さ
ら
に
註
目
を
集
め
る
ト
ピ
ッ
ク
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
ヤ
オ
族
だ
け
で
な
く
、
白
族
と
衜
敎
儀
礼
、
チ
ベ
ッ
ト

族
と
民
閒
信
仰
の
か
か
わ
り
を
あ
つ
か
っ
た
報
吿
も
あ
っ
た
。
衜

敎
・
民
閒
信
仰
と
少
数
民
族
の
関
係
も
今
後
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

（
七
）
石
刻
資
料
と
考
古
学
を
用
い
た
研
究

・
衜
敎
造
像
起
源
新
探
（
趙
川
）

・�T
he Introduction of A

nthropom
orphic Im

agery in 

D
aoist Ritual

（Gil Raz

）

・�

新
見
十
齋
記
碑
與
寶
頂
十
齋
日
像
―
―
兼
及
相
關
佛
衜
交
融
十

齋
日
源
起
展
成
（
張
總
、
曹
元
琪
）

・
四
川
丹
棱
龍
鵠
山
衜
敎
造
像
的
調
查
與
研
究
（
白
彬
、
張
亮
）

・�

重
慶
江
津
區
朝
源
觀
遺
址
的
考
古
發
現
與
初
步
研
究
（
郭
振
新
、

牛
英
彬
）

・
重
慶
江
津
石
佛
寺
遺
址
的
考
古
發
現
與
收
穫
（
牛
英
彬
）

今
回
の
学
会
で
は
、
衜
敎
と
中
国
社
会
と
の
関
わ
り
も
テ
ー
マ



「『
衜
敎
儀
式
與
中
国
社
会
』
国
際
学
術
検
討
会
」
参
加
報
吿
記

一
二
三

で
あ
る
。
造
像
石
・
擵
崖
像
・
碑
文
な
ど
を
用
い
た
研
究
発
表
で

は
、
そ
れ
ら
の
文
物
か
ら
信
徒
の
組
織
や
宗
敎
活
動
が
検
討
さ
れ

た
。
ま
た
、
衜
観
と
仏
寺
の
考
古
学
的
調
査
の
報
吿
で
は
、
そ
れ

ら
の
宗
敎
施
設
の
沿
革
や
宗
敎
活
動
を
復
元
す
る
試
み
が
な
さ
れ

た
。
衜
敎
に
関
連
す
る
文
物
や
遺
跡
は
仏
敎
と
比
べ
る
と
数
は
少

な
い
が
、
文
献
資
料
か
ら
は
分
か
ら
な
い
信
仰
の
実
態
を
伝
え
て

く
れ
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
再
確
認
で
き
た
。

（
八
）
絵
画
（
図
像
）
を
用
い
た
研
究

・
冥
府
審
判
：
歷
史
故
事
的
生
動
再
現
（
李
遠
國
、
李
黎
鶴
）

・�

內
煉
與
儀
式
―
―
越
南
河
內
衜
敎
神
像
畫
探
析
（
陳
文
龍
、

D
om

inique Lem
aire

）

衜
敎
の
世
界
観
や
、
信
仰
さ
れ
る
神
々
を
視
覚
的
に
示
し
て
く

れ
る
の
が
絵
画
で
あ
る
。
今
回
、
衜
敎
儀
礼
が
行
わ
れ
る
場
に
か

け
ら
れ
る
水
陸
画
と
、
衜
士
が
儀
礼
を
行
う
際
の
イ
メ
ー
ジ
が
描

か
れ
た
絵
画
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
た
。
近
年
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
古
美
術
市
場
の
活
性
化
に
よ
り
、
衜
士
や
法
師
が
所
蔵

し
て
い
た
儀
礼
で
用
い
ら
れ
る
絵
画
が
数
多
く
収
集
さ
れ
て
お
り
、

研
究
の
対
𧰼
と
な
る
作
品
が
増
え
て
い
る
。
今
後
、
衜
敎
儀
礼
と

絵
画
（
図
像
）
の
関
係
は
さ
ら
に
検
討
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

（
九
）
儒
敎
と
仏
敎

・�

九
獻
儀
節
考
：
以
崔
靈
恩
《
三
禮
義
宗
》
為
中
心
的
考
察
（
張

曉
宇
）

・
傅
大
士
彌
勒
分
身
形
𧰼
的
思
想
淵
源
（
陳
志
遠
）

・
唐
宋
時
期
的
擵
利
支
天
信
仰
及
其
流
衍
（
高
振
宏
）

・《
夷
堅
志
》
記
載
的
宋
代
佛
敎
齋
供
儀
式
（
侯
沖
）

・
論
宋
代
駢
體
茶
榜
文
（
沈
如
泉
）

今
回
、
衜
敎
だ
け
で
な
く
、
儒
敎
と
仏
敎
に
関
す
る
発
表
も
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
。
ほ
か
の
思
想
・
宗
敎
と
の
比
較
や
関

係
性
の
検
討
を
通
し
て
、
衜
敎
の
儀
礼
を
広
く
中
国
文
化
の
中
で

と
ら
え
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

閉
会
式
も
開
幕
式
と
同
じ
くD

avid Palm
er

氏
が
司
会
を
つ

と
め
た
。
は
じ
め
にPatrice Fava

氏
の
著
作
の
中
国
語
訳
『
湖

南
衜
士
和
法
師
的
神
化
―
新
化
縣
衜
敎
神
像
微
觀歷

史
』
が
出
版



「『
衜
敎
儀
式
與
中
国
社
会
』
国
際
学
術
検
討
会
」
参
加
報
吿
記

一
二
四

さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
新
刊
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。
本
書
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
湖
南
で
作
成
さ
れ
た
神
像
と
そ
の

背
景
に
あ
る
衜
士
や
法
師
の
伝
統
を
朙
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

呂
鵬
志
氏
と
訳
者
の
巫
能
昌
氏
が
內
容
を
紹
介
し
た
あ
と
で
質
疑

が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
呂
鵬
志
氏
が
全
体
の
総
括
を
行
っ
た
。
呂
氏
は
今
回

の
学
会
の
成
果
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
が
新
し
い
観
点
を
提

示
し
た
こ
と
、
文
献
資
料
・
考
古
学
的
な
資
料
・
現
地
調
査
の
報

吿
な
ど
様
々
な
資
料
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
、
様
々
な
研
究
方
法
が

試
み
ら
れ
た
こ
と
、
研
究
者
と
衜
士
の
交
流
が
は
か
ら
れ
た
こ
と

を
あ
げ
て
い
た
。

ま
た
、
上
述
し
た
と
お
り
、
今
回
の
学
会
に
お
い
て
研
究
発
表

は
主
催
者
に
よ
り
大
き
く
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
が
総
括
を
行
っ
た
。「
衜
敎
儀
式
史
」
は

李
志
鴻
氏
（
中
国
社
会
科
学
院
）、「
現
存
衜
敎
儀
式
」
は
林
振
源

氏
（
国
立
政
治
大
学
）、「
衜
敎
視
野
中
的
其
他
中
國
宗
敎
儀
式
」

は
侯
沖
氏
（
上
海
師
範
大
学
）、「
藝
術
、
考
古
與
衜
敎
儀
式
」
は

白
彬
氏
（
四
川
大
学
）
が
担
当
し
た
。
さ
ら
に
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
の
代
表
と
し
てV

incent Goossaert

氏
（
フ
ラ
ン
ス
高
等
研

究
学
院
）、
ゲ
ス
ト
のJohn Lagerw

ey

氏
が
今
回
の
学
会
の
印

𧰼
を
述
べ
た
。
そ
の
後
の
自
由
討
論
で
は
参
加
し
た
研
究
者
た
ち

も
意
見
を
述
べ
、
盛
会
の
う
ち
に
学
会
は
終
了
し
た
。

以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
今
回
の
学
会
に
お
け
る
研
究
発
表
と

開
幕
式
・
閉
幕
式
の
槪
要
を
述
べ
た
。
衜
敎
儀
礼
に
つ
い
て
、

様
々
な
資
料
・
研
究
方
法
を
用
い
た
学
術
発
表
と
討
議
が
行
わ
れ

た
こ
と
を
お
伝
え
で
き
た
か
と
思
う
。
衜
敎
儀
礼
を
テ
ー
マ
と
し

た
学
会
と
し
て
は
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
で
㝡
大
規
模
の
も
の
で
あ

り
、
衜
敎
儀
礼
の
研
究
史
に
お
い
て
、（
開
催
方
法
も
ふ
く
め
て
）

特
筆
さ
れ
る
学
会
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
奇
し
く
も
衜
敎
儀
礼
研
究
の
先
駆
者
で
あ
るK

ristofer 

Schipper

氏
が
兦
く
な
ら
れ
た
の
は
本
学
会
開
催
の
八
か
⺼
歬

の
こ
と
で
あ
っ
た
。John Lagerw

ey

氏
や
呂
鵬
志
氏
な
ど
そ
の

学
統
を
受
け
継
ぐ
研
究
者
、
お
よ
び
閒
接
的
に
影
响
を
受
け
て
い

る
（
筆
者
も
含
め
た
）
多
く
の
研
究
者
た
ち
が
参
加
し
た
今
回
の

学
会
は
、
衜
敎
儀
礼
研
究
を
推
進
し
たSchipper

氏
の
遺
志
が



「『
衜
敎
儀
式
與
中
国
社
会
』
国
際
学
術
検
討
会
」
参
加
報
吿
記

一
二
五

継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
中

堅
・
若
手
の
研
究
者
た
ち
が
意
慾
的
な
発
表
を
す
る
の
を
聴
講
し

て
、
衜
敎
儀
礼
の
研
究
が
今
後
も
進
展
し
て
い
く
こ
と
を
確
信
し

た
次
第
で
あ
る
。

註（
1
）　

中
国
宗
敎
研
究
中
心
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
衜
敎
關

連
の
オ
ン
ラ
イ
ン
硏
究
活
動
に
つ
い
て
（
二
〇
二
〇
年
〜
二
〇
二

一
年
九
⺼
）」（『
東
方
宗
敎
』
第
一
三
七
号
、
二
〇
二
一
年
）
を

参
照
。

（
2
）　

各
発
表
や
講
演
・
討
論
の
槪
要
は
（
全
て
で
は
な
い
が
）
中

国
宗
敎
研
究
中
心
の
サ
イ
ト
の
「
新
聞
動
態
」
の
項
目
（https://

cscr.sw
jtu.edu.cn/inform

ation?sort_id=39
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
本
稿
に
記
す
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
二
年
六
⺼
に
閱

覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

	

　

ま
た
、
論
文
は
発
表
済
み
だ
が
、
学
術
交
流
を
目
的
と
し
た
参

加
も
あ
っ
た
。
以
下
に
題
目
を
紹
介
す
る
。

	

・�T
he Peach B

lossom
 Spring’s Long H

istory as a 
Sacred Site in N

orthern H
unan （M

ark M
eulenbeld

）

	

・
北
朝
衜
敎
造
像
再
研
究
（
張
勳
燎
）

（
3
）　
「
瑤
衜
：T

he Y
ao D

ao Project

」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
（https://yaodao.hku.hk/

）。
大

英
図
書
館
（B

ritish Library

）
の
サ
イ
ト
で
は
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
収
集
さ
れ
た
文
献
の
写真

が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
上

述
の
公
式
サ
イ
ト
の
「M

anuscripts

」
の
項
目
か
ら
リ
ン
ク
が

貼
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
（
そ
の
中
か
ら
一
例
を
あ
げ

て
お
く
。https://eap.bl.uk/project/EA

P1126/search

）。

	

　

ま
た
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ボ
ド
リ
ア
ン
図
書
館

（Bodleian Library

）
の
「Chinese Collections D

igitization 
Project

」
の
サ
イ
ト
で
も
、
ヤ
オ
族
の
文
献
の
デ
ジ
タ
ル
画
像

が
公
開
さ
れ
た
（https://digital.bodleian.ox.ac.uk/

collections/chinese-digitization-project/

）。

	

　

日
本
で
は
廣
田
律
子
氏
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
ヤ
オ
族
文
化
研
究

所
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
公
式
サ
イ
ト
（https://

w
w

w
.yaoken.org/

）
や
機
関
紙
の
『
通
訊
』
で
研
究
成
果
を
積

極
的
に
公
開
し
て
い
る
。




